
、

※「はらまち九条の会」は、超党派の自由な市民のゆるやかな会で、匿名でもけつこうです。
現在の会員413名。さらに会員を募集中です。年会費千円をお願いしています。

’ NO1 35｢はらまち九条の会」会報
ー

2010(平成22)年 6月 5日（土）発行

で、「ミッドウェー海戦」で日本軍機動部隊が全滅＞ ’＜1942（昭和17）年6月5日から7日まで、
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終皆様のご協力で映画｢いのぢの山河｣上映会好評のうちに終了
▼4月21日付『福島民報』浜通り版。こんなに大きく報道ざhましだ

●映画｢いのぢの山河｣の上
映会については、チケット
の購入や販売のご協力、お
忙しい中のご入場、誠にあ
りがとうございました。
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、お陰様で､2月14日（日）
､朝日座での試写会に80
名､3月7日（日）朝日座上
映会には310名、5月15
日(±)小高区浮舟文化会
館上映会には630名、合
計1,020名もの方が鑑賞
され、映画の内容も好評で
まずまず成功の上映会とな
りました。
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■2月14日（日）朝日座
珂ソでの試写会も、3月7日
（日）朝日座上映会も本
当に寒い一日でした。
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●その間4月24日（土）

には「はらまち九条の会総

会」と「蓮池透さん講演会」

を開催。その準備もそれな
りに大変でした。
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●3月から間を置き、小高
では農繁期を終えた暖かい
5月15日、幸い原町の2
倍以上の入場者があり、ほ
ぼ満席でした。
主催の「九条の会」事務

局員一同、皆様のご協力に
対し心より感謝申し上げて
おります。
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九条は弓きち



「上映会を終えて」『いのちの山河』南相馬市上映委員会代表 平田慶肇
この度､原町と小高での映画『いのちの山河（日本の青空Ⅱ)』の上映会に際しましては､多数の方に力強いご支

援をいただき、たくさんの人に観て頂き、本当にありがとうございました｡お陰様で上映会}朔評のうちに終了し、
大澤監督にも大変喜んでいただきました。
この映画の主人公深澤村長は、父の遺志とは異なり医師の道には進まず政治の道を選んだのが、あの大

成功に繋がりました。格差社会の打破のために、県の反対を押し切って、まず老人と乳児の医療費の無
料化を全国に先駆けて実施し、更には乳児死亡率ゼロの偉業を成し遂げました。こα康晴らしい実f効に
ld大いに感動させられま魂当鯛司囲の人々の大きな協力があってのことと脚､ま式この
映画は特に政治に携わる人や､それを支える人たちに、もっともっと多くの人に観て
欲しかった、というのが私の感想で式
ところで、またまた我が国の首相が変わりました。憲法9条の改悪に向かうかも

知れませんbここI階んなで注意深く見守り、憲法9条を守るために頑張りましょう。

澤豊監督､小高上映会でご挨拶・W'",f・岫罰撮影のｴﾋｿｰﾄな
一→

2劃謹郵 Eマーデーーーヨ

鰯剃謹
守男

の小高上映会には大澤豊監督を ○3年前の『日本の青

空』制作でも小高の皆
様には大変お世話にな
り感謝しています。ま
た人情篇い小高を懐か
しく感じてやってきま
した。

5月15日の小高上映会には大澤豊監督を
お招きし、舞台挨拶をいただきました。興味
深い撮影の苦労話を披露されました。
昔と違い雪が少なく、雪を集めることに苦
ました。そのため経費がかさみ日程も大幅
れてしまった。ストーブを囲む真冬の場面を
夏の8月に撮影することになりました。ど
やセーターを着ての撮影ですから、俳優さ
皆汗を流しながら真っ赤な顔をして、氷で
あたりを冷やしながらの撮影で大変でした。
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鈴木安蔵 深澤晟雄

憲法制定に関わっ
木安蔵は明治37
まれで、またその

を実現しようとし
画の主人公深澤晟
明治38年生ま
､二人は同じ二高（
の東北大学）に入
て校内のどこかで
ているかも知れな
私は思っています。

た
年
憲
た
雄
れ
現
学
会
い

▲
鈴
生
法
映
は
で
在
し
つ
と

に使う馬がなかなか見つからず、
から1頭借りてくることに。でも
万円もかかるので、数日分を1日
とになり、同じ馬を違う馬のよう
ばなりません。そこでメーキャッ
、同じ馬の額の毛をハート形にした
めたりしてメーキャップをしまし
メーキャップなんて初めてでした。

やつ
1日
で撮
に見
プ係
り、
た。

▼馬ぞり
と遠野市
4， 50
影するこ
せなけれ
を呼んで
白髪に染
私も馬に

＝ 三

○撮影には飢えてやせ
細ったり病弱そうな赤
ちゃんが欲しいのです
が、みな丸々太った健

康そうな赤ちゃんばか
りで困りました。

ぐ深澤晟雄が死んで雪の峠を越えて沢内村に戻るシーンでは、
昭和40年当時の乗用車を5台準備する予定でした。でも3台
しか準備できず、その1台琴エンコして動かず、結局2台だけ
になってしまった。しかし史実の場面と同じように激しい吹雪
になりましたが、あのシーンだけで8千万円かかったようです。
（あの場面は沢内村で撮影。キャストの村人の中には、45

リ 年前、実際に亡くなった深澤村長を乗せた車を迎えた経験
をもつお年寄りも多く、感動的な撮影になったそうです｡）
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